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応用 
● リチウム・硫⻩電池 

 

利点 
● 高い面積容量 
● 高サイクル安定性 
● 高硫⻩充填量  

概要 
リチウム・硫⻩（Li-S）電池は、航空機や自動車などの用途における軽
量かつ高エネルギー密度の電池に対する需要を満たすための有力な候
補です。しかし、現在のリチウム・硫⻩電池は、硫⻩の充填とポリスルフィ
ドの溶解とシャトル効果という難題に悩まされています。既存の物理的・
化学的解決策には、硫⻩を担持する多孔性ナノ炭素材料や酸化物、
硫化物、窒化物などの非炭素極性材料などがありますが、これらの問題
に完全に対処はできていません。 

Qi教授率いる研究チームは、カーボンナノチューブ（CNT）スポンジをTiN
とTiO2層でコーティングした、リチウム・硫⻩電池用の新規正極を設計し
ました。この正極構造は、ポリスルフィドの溶解とシャトル効果を防ぎ、面
積容量とサイクル安定性を大幅に向上させるものです。 

 

技術のポイント 
リチウム・硫⻩電池におけるリチウムポリスルフィド変換の触媒システムとし
て、ヘテロ構造を合理的に設計するには、従来の製造プロセスでは限界
があります。この技術では、原子層堆積法（ALD）を用いて、三次元
導電性カーボンナノチューブ（CNT）スポンジの足場上に精密な正極
TiN-TiO2ヘテロ構造層を形成し、最適な触媒特性を達成します。これを
用いたリチウム・硫⻩電池は、500サイクル後の容量保持率が85％であ
り、電気化学的性能が向上しました。さらに、CNTスポンジの高度に多
孔質な構造と相互接続された導電経路により、その面積容量は
20.5mAh cm-2に達しました。  

⻑寿命リチウム・硫⻩電池のための新規正極 
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ALDによるCNTスポンジ上へのTiNとTiO2層の成膜。得ら
れたリチウム・硫⻩電池はサイクル安定性が向上し面積
容量も増加した。  


